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 山武中学校令和４年度最後の学校運営協議会を２月２０日（月）に実施しました。１２人の委員が参加して

３学期の報告と学校の現状、学校評価について熟議がなされました。 

第４回学校運営協議会 開催 （概要紹介） 
【報告】 

◆学校から 

1/6 始業式、1/16 ちばっ子学びのデザインシート 

1/18 新入生説明会（100 名入学予定） 

1/31 教職員研修会 

2/2 山武中学区特別支援学級合同学習会（千葉市科学館） 

2/10 職業学習会（１学年） 

2/17 ３年生最後の授業  

2/21・22 公立高校入学試験 

2/28PTA記念講演会 

3/2 ３年生を送る会                    

3/3 公立高校合格発表 

3/8 卒業式                       ３学期の学校行事（様子）についての説明 

【議事】 

（１）学校評価について （学校から） 

○回答方法について 保護者は昨年の質問紙法から今年はWEB 回答で実施 

（回答率約７割で紙ベースの方が、回収率が高い。） 

生徒はタブレットで回答・全体的に肯定的な意見が増えている傾向にある。 

〇主な項目について（評価結果はホームページに掲載） 

・情報発信：メール配信のため学校からの文書が家庭に届かないことがなくなった。 

・学校と地域の交流：アンケート項目の中で 1番肯定が低かった。 

コロナ禍のため地域での活動が中止になることが多く、交流の機会が減ったためだ 

と思われる。 

・わかりやすい授業の展開：タブレットの使い方や電子黒板の活用にも慣れてきた。 

・生徒理解と公平な評価：昨年より、保護者の肯定的な回答率があがった。 

保護者と職員の評価に差がある。 

・交通ルールの遵守：地域からの苦情は減った。委員会活動、PTA 活動の成果と見る。 

・挨拶：生徒の評価が低いのは自分達に厳しい？保護者、職員の評価は高い。 

・いじめについて：いじめのアンケートを行って改善してきている。 

保護者の評価が低いので理解されるように働きかけていく。 

（委員から） 

〇自由記述について：学校だよりで報告する予定 

〇いじめの項目で保護者が生徒・教職員より否定的意見が多いのはなぜか。 

この結果をどうとらえていくか。⇒肯定的な意見は年次を追って増えてきている。 

⇒保護者が学校の様子が見えづらい、または、回答しづらいということも考えられる。 

山 武 中 学 校 

コミュニティ・スクール（CS）だより 

松尾小学校（コミュニュティスクール）CS だより 



〇保護者は自分の子どものことならわかるが、いじめについてなどは子どもから聞くことで判断するしかな

いのではないか。設問内容に対し、保護者としてはどう答えればいいかわからないものもある。 

⇒今後設問について見直していきたい 

〇評価は肯定と否定で「わからない」というのはないか。⇒わからないという選択肢はない。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 

（２）学校運営協議会について 

・学校運営協議会では学校のことについて話し合うことが多いが、保護者や地域にどうやったら伝わってい

くのかと思う。 

・学校運営協議会は熟議を重ね、どうしたら山武中学校が良い学校になっていくかを考える場所。その中

で、実際の活動に具体化していくのは地域学校活動本部となる。そこの充実が今後の課題。 

・サポート隊の動かし方が課題。 

・事務局からの提案：運営協議会を効率的に進めていくために、今後は、6 月・11 月・2 月の年間３回とし 

たい。ただし、必要に応じて臨時会議は可能である。←拍手をもって全員賛成 

 事務局：学校運営の方向性は、前年度の校長がつくる。来年度の方向性を校長から説明をお願いする。 

             

 ＝次年度学校運営の方向性について＝ 

校長：パワーポイント資料により説明⇒めざす生徒像・教育理念・めざす教師像は変更しない。 

    ※次年度の経営方針の詳細は別紙参照 

会長：校長の提案については、運営委員会で後押ししていきたいのでよろしくお願いします。 

 

（３）その他 

・事務局より…次回６月の案内は５月の定例委員会受けてから連絡する予定。 

次回の協議会は令和５年 6 月となります。詳細は５月の教育委員会の定例会議をへて周知いたします。 

また、当日傍聴希望の方は、事務局または学校までご連絡ください。（事務局）  

 

「アンケートの設問について」アンケートの仕方・方法・読み解けない部分はある。 

前年度との比較という意味はある。アンケートは、全体のイメージとしては必要。 

昨年と比較するために同じ質問にしている。 

今後の課題は設問⇒設問を検討していく方向へ。 
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〇：次年度は話し合う場を設け、人との交流もコロナが落ち着いてきたので活動できたらと思う。 

〇：NO.４「学校と地域との交流」という表現について、これこそがこの会が関わっていけること。 

（地域と学校の交流）職員と保護者の交流も大切。 

 


